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・第4次食育推進計画は、「食育の実践の定着に向けた取組の強化」をキーワードに、第
3次食育推進計画の内容を基本的に継承しつつ、関係する機関や団体と連携し食育を
推進していく。

【食育推進の方向性】

【条例の根拠】

○上越市食育推進条例

(推進会議)

第7条 法第33条第1項の規定に基づき、上越市食育推進会議(以下「推進会議」という。)を置く。

2 推進会議の所掌事項は、次のとおりとする。

(1) 推進計画を作成し、及びその実施を推進すること。

(2) 前号に掲げるもののほか、市の食育の推進に関する重要事項について審議すること。

①食育推進会議の進め方



②食育推進にあたっての課題 食育の関心度（国の調査との比較【令和5年度】）

 国の調査と比較して、若者、全体でも上越市の方が関心度が低い。

 食育の関心度を高める対策が必要。
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20～39歳（全体） 20～39歳（男性） 20～39歳（女性） 全体 全体（男性） 全体（女性）

食育の関心度（令和5年度）

国 上越市

【参考】食育の関心度（全体）（R3→R５）

・国（79.6％ → 78.1％ ▲1.5％） ・上越市（77.7％ → 70.7％ ▲7.0％）
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③食育推進にあたっての課題 朝食の欠食率（国の調査との比較【令和5年度】）

 国の調査と比較して、若者、全体でも上越市の方が欠食率が低い。

 若者世代は、全体と比べ、朝食の欠食率が高いので、引き続き、対応が必要。
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朝食の欠食率（令和5年度）

国 上越市

【参考】朝食の欠食率（全体）（R3→R５）

・国（8.8％ → 10.1％ ＋1.3％） ・上越市（5.4％ → 7.4％ ＋2.0％）
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④食育推進にあたっての課題 【食育の関心度（男女・年齢別）】の分析

 近年で、食育の関心度は最低レベル。
 R3からR5年度にかけて、30～49歳の世代
を除き、数値が低下。

 近年で、食育の関心度は最低レベル。
 R3からR5年度にかけて、全世代で数値が低
下。
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男性（食育の関心度）

全体（男性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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女性（食育の関心度）

全体（女性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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④食育推進にあたっての課題 朝食の欠食率（男女・年齢別）の分析

 R3からR5年度にかけては、20～59歳の世
代が平均を上回り、朝食の欠食率が高い。

 特に、20～29歳、５０～５９歳の悪化が顕著。

 R3からR5にかけて、30～39歳、60～69歳で
改善傾向が見られるが、その他の世代は悪化。

 特に、20～29歳、50～59歳の悪化が顕著。
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全体（女性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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全体（男性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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⑤食育推進にあたっての課題を受け、R6年度の取組を紹介

■朝食の欠食率が高いということから、

R6年度は「朝食を食べよう」をテーマに

「もぐもぐジョッピーの食育啓発イベント」を開催

ぱぱっと朝食料理教室（農政課）

忙しい朝でも簡単に作れる、火を使わない簡単朝食レシピ3品（ひじきごはん、野菜のスープ、
ツナのおかず）の調理体験を行いました。
また、冒頭では朝食の大切さについての説明のほか、品種の異なる4種類のお米の食べ比べ
を行いました。

日時 ： 令和６年６月２２日（土） 午前10時から午後4時まで

場所 ： 無印良品 直江津 Open MUJI

毎 年 6 月 は 食 育 月 間 で す

栄養バランスばっちりな時短朝食レシピ（ごはん食）を紹介♪

時間 1回目：10:15～11:45 2回目：12:00～13:30
※1回目と2回目は同じ内容です

定員 各回10組（申込多数の場合抽選）

参加費 無料

申込み 6月12日（水）までに電子申請システム →
または市農政課（℡025-520-5747）へ

時間 14:00～16:00

定員 先着100人

参加費 無料

ハブラシ回収プロジェクト

食育クイズラリー

たべものおりがみ

もぐもぐジョッピーのぬりえ

令和6年度食育啓発イベント

＼もぐもぐジョッピーと学ぼう／

6/22㊏

無印良品 直江津 Open MUJI
（西本町3-8-8 直江津ショッピングモール 2F ）

1 0 ： 0 0 ～ 1 6 : 0 0

とき

ところ

要事前申込 「みそまる」 作り体験

おみそとだし、具材をまるめて作る「みそまる」。
お湯を注ぐだけでお味噌汁になるよ！

使い終わった歯ブラシをその場で新しい歯ブラシと交換！

元気な一日の始まりは朝ごはんから

上越市食育推進キャラクター
もぐもぐジョッピー

うら面へ

生活習慣病予防や
朝食に関する展示

「上越野菜」レシピ動画上映

など

参加してくれた方には
プレゼントがあるよ！

ぱぱっと朝食料理教室

電子申請システム

朝ごはんでパワーチャージ！

作ってみよう！

体験しよう！ 見て学ぼう！

そろそろハブラシ交換しませんか？

申込み 不要

歯の健康を考えよう！

歯の健康に関するアンケートも実施！

回答してくれた方には
口腔ケアグッズをプレゼントします☆
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「みそまる」作り体験（上越ものづくり振興センター）

味噌と乾燥具材をまるめて、お湯を注ぐと味噌汁になる「みそまる」作り体験には、約120人の
方から参加いただきました。

朝食ってすごい（農政課）

朝食ってすごいをテーマに、朝ごはんの大切さ、朝食準備のコツなどについて展示を行いまし
た。
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幼児の朝食（幼児保育課）

給食人気メニューのアレンジレシピや、朝ごはんレシピを紹介したほか、給食だよりなどを展示
しました。

生活習慣病予防と朝食（健康づくり推進課）

体内時計と朝ごはんの関係や、朝ごはんの役割などについて展示を行いました。
朝ごはんをしっかり食べると、頭も体も目覚めます。
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「上越野菜」の紹介（農村振興課）

「上越野菜」レシピ動画の放映や、飯小学校の児童が作成した「上越野菜」カレンダーなどの展
示を行いました。

上越市産の野菜（農政課）

市内で採れる色とりどりな旬の野菜を展示しました。
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【R6取組事例】上越健康プラス（健康アプリ）

担当課：健康づくり推進課
健康診断情報をもとに作成される生活習慣病の進行度チェックや健康アドバイスを確認
できる。また、歩数や血圧、体重などを記録する機能がある。
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【R6取組事例】上越健康プラス（健康アプリ）事業者単位への募集
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⑥食育市民アンケート（食育への関心の理由）からの分析
 

問３ 「食育」への関心についておたずねします。 

 

① あなたは「食育」に関心がありますか。次の中から１つだけ選んで○をつけてください。 

ア 関心がある 

イ どちらかといえば関心がある 

ウ どちらかといえば関心がない 

エ 関心がない 

オ わからない 

 

② ①で「ア 関心がある」または「イ どちらかといえば関心がある」を選択した方におたずねします。 

あなたが「食育」に関心がある理由は何ですか。当てはまるものすべてに○をつけてください。 

ア 子どもの心身の健全な発育に必要だから  イ 食生活の乱れが問題になっているから 

ウ 肥満や痩せすぎが問題になっているから  エ 生活習慣病の増加が問題になっているから 

オ 食品の安全性が気になるから       カ 地域の食文化や伝統を守ることが重要だから 

キ 地域の食材や旬のものを食べたいから   ク  食べ残しなどの食品廃棄物が問題だから 

ケ その他（              ） 

 

⇒ 「食育」に関心がある人の理由の男女別、年代別の違いがあるか分析
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⑥食育市民アンケート（食育への関心の理由）からの分析(全体の結果)

※①で「ア 関心がある」または「イ どちらかといえば関心がある」を選択した方のみ回答 

②あなたが「食育」に関心がある理由は何ですか。（すべて選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝ 862

項目 R1 R3

ア 子どもの心身の健全な発育に必要だから 65.8% 63.0% 65.0% (560人)

イ 食生活の乱れが問題になっているから 44.9% 39.0% 38.9% (335人)

ウ 肥満や痩せすぎが問題になっているから 27.7% 29.0% 30.4% (262人)

エ 生活習慣病の増加が問題になっているから 61.5% 56.0% 59.6% (514人)

オ 食品の安全性が気になるから 51.5% 47.4% 48.6% (419人)

カ 地域の食文化や伝統を守ることが重要だから 29.7% 28.8% 23.9% (206人)

キ 地域の食材や旬のものを食べたいから 42.9% 35.9% 39.7% (342人)

ク 食べ残しなどの食品廃棄物が問題だから 39.3% 44.4% 40.8% (352人)

ケ その他 - 3.6% 1.6% (14人)

無回答 0.2% 1.2% 0.3% (3人)

R5

 

 

 

 

➀で『関心がある』または『どちらかといえば関心がある』と回答した方に、食育に関心がある理
由を聞いたところ、『子どもの心身の健全な発育に必要だから』と回答した方の割合が 65.0％と最も
高く、次いで、『生活習慣病の増加が問題になっているから』が 59.6％、『食品の安全が気になるか
ら』が 48.6％の順となっている。 



■食育に関心がある理由（子どもの心身の健全な発育に必要だから）

 関心の理由として、2番目の高い割合。 30～
４０代で高い割合となっている。

 関心の理由として、最も高い割合。30～４０代
で高い割合となっている。

 R3からR5にかけて、20～29歳、70歳以上で
上昇している。
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H29 H30 R元 R3 R5

女性（子どもの心身の健全な発育）

全体（女性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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H29 H30 R元 R3 R5

男性（子どもの心身の健全な発育）

全体（男性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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■食育に関心がある理由（生活習慣病の増加が問題）

 関心の理由として、最も高い割合。70代で高
い割合となっている。

 全世代で、関心の理由が上昇している。

 関心の理由として、2番目の高い割合だが、横
ばい。

 30代、60～70代で伸び率が低下。
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男性（生活習慣病の増加が問題）

全体（男性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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女性（生活習慣病の増加が問題）

全体（女性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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■食育に関心がある理由（食生活の乱れが問題になっているから）

 R3からR5年度にかけては、上昇している。
 特に、20代の上昇が顕著。

 関心の理由としては低下傾向。
 ３０代以外の世代で、低下傾向となっている。
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39.2%
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男性（食生活の乱れが問題）

全体（男性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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H29 H30 R元 R3 R5

女性（食生活の乱れが問題）

全体（女性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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■食育に関心がある理由（肥満や痩せすぎが問題になっているから）

 R元から上昇傾向となっており、R3以降は女
性よりも上回っている。

 特に、30代～50代で高く上昇している。

 関心の理由として、横ばいの傾向。
 20代、50代で高く上昇している。
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男性（肥満や痩せすぎが問題）

全体（男性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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女性（肥満や痩せすぎが問題）

全体（女性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上

18



■食育に関心がある理由（地域の食材や旬のものを食べたいから）

 R3からR5年度にかけて、上昇している。
 特に、５０代が上昇傾向となっている。

 R５年度は、関心の理由としてはこれまででもっ
とも高い割合となっている。

 ７０代以上を除く世代で上昇傾向。
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男性（地域の食材や旬のもの）

全体（男性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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H29 H30 R元 R3 R5

女性（地域の食材や旬のもの）

全体（女性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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■食育に関心がある理由（食品の安全性が気になるから）

 H29から関心のある理由としては、低下傾向。
 R3からR5にかけて、２０代～３０代で上昇傾
向。

 R元からは、横ばい傾向。
 R3からR5にかけて、20代、50代で上昇傾向
が見られる。

50.7% 50.5% 48.9%
43.9% 43.5%
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男性（食品の安全性）

全体（男性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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女性（食品の安全性）

全体（女性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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■食育に関心がある理由（地域の食文化や伝統を守ることが重要だから）

 R元をピークに低下傾向。
 ３０代、５０代、７０代以上で低下傾向。
 ２０代では上昇傾向。

 H30をピークに低下傾向。
 ３０代、５０代、７０代以上で、低下傾向。
 ２０代では上昇傾向。
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全体（男性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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女性（地域の食文化）

全体（女性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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■食育に関心がある理由（食べ残しなどの食品廃棄物が問題だから）

 R3からR5年度にかけては、60代以外、関心
の理由としては低下傾向。

 特に、20～３０代、５０代で低下傾向。

 H30から関心の理由は上昇傾向。
 20代、６０代以上で、減少傾向。
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全体（男性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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女性（食品ロス）

全体（女性） イ．20～29歳 ウ．30～39歳 エ．40～49歳

オ．50～59歳 カ．60～69歳 キ．70歳以上
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■まとめアンケートからの分析 (今後の取組の方向性)

① 食育の関心度の低下（若い世代へのアプローチ）

子どもの心身の健全な発育が必要（関心度が高い）

→ 小・中・高校生への食育、若者向けの意識啓発

（食育啓発イベント、SNSを活用した周知、クックパッドの活用）

→ 引き続き、保育園、認定こども園、小・中学校等の食育の取組を推進！！

② 肥満・痩せすぎ、生活習慣病、食生活の乱れ（男性の関心が上昇）

→ 男性に向けたアプローチの強化が必要。

③ 旬の食材、食品の安全性（女性の関心が上昇）

地域の食文化（関心の理由として低下傾向）

食品ロス(男性の関心が低下傾向）

→ 情報発信を強化（SNSを活用して、旬の情報や地産地消など）。
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⑦ まとめアンケートからの分析(今後の取組の方向性)

・委員の皆さまの自己紹介と、

アンケート分析結果などを踏まえ食育の関心度を

さらに高めるために、「今後の取組の方向性」

などについて、ご意見をお聞かせください。


